
































































































































































































































































































































































授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期 通年

科目区分

授業方法

授業時間 １０８時間

授業コマ数 ５４コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1・2 実戦的なタイプの模擬試験１・当該模擬試験の解説

3・4 実戦的なタイプの模擬試験２・当該模擬試験の解説

5・6 実戦的なタイプの模擬試験３・当該模擬試験の解説

7・8 実戦的なタイプの模擬試験４・当該模擬試験の解説

9・10 実戦的なタイプの模擬試験５・当該模擬試験の解説
11・12 実戦的なタイプの模擬試験６・当該模擬試験の解説
13・14 国家公務員タイプの模擬試験１・当該模擬試験の解説
15・16 実戦的なタイプの模擬試験７・当該模擬試験の解説
17・18 地方公務員タイプの模擬試験１・当該模擬試験の解説
19・20 地方公務員タイプの模擬試験２・当該模擬試験の解説
21・22 地方公務員タイプの模擬試験３・当該模擬試験の解説
23・24 地方公務員タイプの模擬試験４・当該模擬試験の解説
25・26 国家公務員タイプの模擬試験２・当該模擬試験の解説
27・28 国家公務員タイプの模擬試験３・当該模擬試験の解説
29・30 国家公務員タイプの模擬試験４・当該模擬試験の解説
31・32 国家公務員タイプの模擬試験５・当該模擬試験の解説
33・34 消防官（中級レベル）タイプの模擬試験・当該模擬試験の解説
35・36 消防官（初級レベル）タイプの模擬試験・当該模擬試験の解説
37・38 地方公務員タイプの模擬試験５・当該模擬試験の解説
39・40 実戦的なタイプの模擬試験８・当該模擬試験の解説
41・42 警察官タイプの模擬試験１・当該模擬試験の解説
43・44 選択式（地方公務員２タイプ・裁判所）模擬試験・当該模擬試験の解説
45・46 刑務官タイプの模擬試験・当該模擬試験の解説
47・48 実戦的なタイプの模擬試験９・当該模擬試験の解説
49・50 警察官タイプの模擬試験２・当該模擬試験の解説
51・52 実戦的なタイプの模擬試験１０・当該模擬試験の解説
53・54 地方公務員タイプの模擬試験６・当該模擬試験の解説

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

授業計画

２時間程度の模擬試験を実施、得点データを開示し、解説を行う

模擬試験における得点で評価

模擬試験のタイプ・順序は変更することがある

本試験レベルに即した模擬試験で過年度の合格水準点を取得する

模擬試験と解説を通じ、復習および実践的な知識を学ぶ

内容

直前答案練習Ⅰ

模擬試験

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

選択

演習



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期

科目区分

授業方法

授業時間 １０２時間

授業コマ数 ５１コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1・2 地方公務員タイプの模擬試験１・当該模擬試験の解説

3・4 地方公務員タイプの模擬試験２・当該模擬試験の解説

5・6 地方公務員タイプの模擬試験３・当該模擬試験の解説

7・8 選択式（地方公務員２タイプ・警察官）模擬試験１・当該模擬試験の解説

9・10 国家公務員タイプの模擬試験１・当該模擬試験の解説
11・12 国家公務員タイプの模擬試験２・当該模擬試験の解説
13・14 国家公務員タイプの模擬試験３・当該模擬試験の解説
15・16 国家公務員タイプの模擬試験４・当該模擬試験の解説
17・18 選択式（国家公務員・消防官）模擬試験１・当該模擬試験の解説
19・20 選択式（国家公務員・消防官）模擬試験２・当該模擬試験の解説
21・22 選択式（国家公務員・消防官）模擬試験３・当該模擬試験の解説
23・24 選択式（国家公務員・消防官）模擬試験４・当該模擬試験の解説
25・26 選択式（国家公務員・消防官）模擬試験５・当該模擬試験の解説
27・28 国家公務員タイプの模擬試験５・当該模擬試験の解説
29・30 選択式（地方公務員・裁判所・消防官）模擬試験１・当該模擬試験の解説

31・32 選択式（地方公務員・裁判所・消防官）模擬試験２・当該模擬試験の解説

33・34 選択式（地方公務員・裁判所・消防官）模擬試験３・当該模擬試験の解説

35・36 選択式（地方公務員・裁判所・消防官）模擬試験４・当該模擬試験の解説

37・38 選択式（地方公務員・裁判所・消防官）模擬試験５・当該模擬試験の解説

39・40 選択式（地方公務員２タイプ・警察官・自衛官）模擬試験・当該模擬試験の解説

41・42 選択式（地方公務員２タイプ・警察官）模擬試験２・当該模擬試験の解説

43・44 選択式（地方公務員２タイプ・警察官）模擬試験３・当該模擬試験の解説

45・46 選択式（地方公務員２タイプ・刑務官）模擬試験・当該模擬試験の解説
47・48 地方公務員タイプの模擬試験・当該模擬試験の解説
49・50 選択式（地方公務員・国家公安職）模擬試験１・当該模擬試験の解説
51・52 選択式（地方公務員・国家公安職）模擬試験２・当該模擬試験の解説
53・54 選択式（地方公務員・国家公安職）模擬試験３・当該模擬試験の解説

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

模擬試験と解説を通じ、復習および実践的な知識を学ぶ

内容

直前答案練習Ⅱ

模擬試験

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

前期

選択

演習

授業計画

２時間程度の模擬試験を実施、得点データを開示し、解説を行う

模擬試験における得点ならびに課題で評価

模擬試験のタイプ・順序は変更することがある

本試験レベルに即した模擬試験で過年度の合格水準点を取得する



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期

科目区分

授業方法

授業時間

授業コマ数

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 憲法総論

2 基本的人権総論

3 包括的基本権

4 法の下の平等

5 思想良心の自由、信教の自由

6 信教の自由、表現の自由

7 表現の自由

8 表現の自由、学問の自由

9 職業選択の自由

10 財産権

11 人身の自由、社会権

12 社会権、参政権、受益権

13 国会

14 内閣、裁判所

15 裁判所

16 財政、地方自治、憲法改正、天皇、平和主義

17 総合演習１

18 総合演習２

19 総合演習３

20 総合演習４

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

授業計画

テキストによる講義と一部基礎的な問題演習

授業内試験を軸に、授業への参加姿勢を含み総合的に評価

公務に必要な憲法の基礎知識を習得する

内容

憲法

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

オリジナルテキスト

基本的人権や統治機構など憲法の基礎知識を学ぶ

通年

選択

講義

４０時間

２０コマ



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期

科目区分

授業方法

授業時間

授業コマ数

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 権利能力、意思能力と行為能力

2 無効・取消し

3 意思の不存在、瑕疵ある意思表示

4 代理権

5 代理行為、無権代理

6 無権代理と相続、表見代理

7 時効総説、時効の完成猶予・更新

8 取得時効、消滅時効、物権の効力

9 物権変動の一般理論、177条（対抗要件主義）

10 物権変動と登記の要否

11 即時取得制度、占有の効力

12 共有、地役権

13 担保物権総論、留置権

14 抵当権

15 復代理、質権

16 法定地上権、譲渡担保

17 債務不履行、債務不履行に基づく損害賠償

18 債権者代位権

19 詐害行為取消権（債権者取消権）

20 連帯債務、保証債務

21 債権譲渡

22 弁済、相殺

23 契約の効力（双務契約の特則）、契約の解除

24 売買（１）

25 売買（２）

26 賃貸借

27 不当利得

28 不法行為

29 婚姻、親子関係

30 相続、遺留分

31 弁済の提供、受領遅滞、解除の効果

32 贈与、請負、委任

33 総まとめ①

34 総まとめ②

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

授業計画

テキストによる講義と一部基礎的な問題演習

授業内試験を軸に、授業への参加姿勢を含み総合的に評価

公務に必要な民法の基礎知識を習得する

内容

民法

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

オリジナルテキスト

総則や物権、債権など民法の基礎知識を学ぶ

前期

選択

講義

６８時間

３４コマ



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期

科目区分

授業方法

授業時間

授業コマ数

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 行政法の一般的な法理論

2 行政法上の法律関係、行政行為の意義・分類

3 行政行為の効力・瑕疵

4 行政行為の裁量、行政行為の成立・消滅

5 行政行為の附款、行政強制

6 行政罰、行政調査

7 行政契約、行政計画、行政指導

8 行政立法、行政手続法

9 行政手続法、手続の瑕疵

10 行政機関情報公開法

11 行政救済法一般、行政不服審査法

12 行政不服審査法

13 行政事件訴訟法(取消訴訟)

14 行政事件訴訟法(取消訴訟)

15 行政事件訴訟法(その他抗告訴訟)

16 国家賠償法

17 国家賠償法、損失補償、国家補償の谷間の問題

18 行政組織法、地方自治法

19 地方自治法、総合演習

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

内容

行政法

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

オリジナルテキスト

行政作用法、行政救済法および行政組織法について行政法の基礎知識を学ぶ

通年

選択

講義

３８時間

１９コマ

授業計画

テキストによる講義と一部基礎的な問題演習

授業内試験を軸に、授業への参加姿勢を含み総合的に評価

公務に必要な行政法の基礎知識を習得する







































授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期 前期　後期

科目区分

授業方法

授業時間 ３０時間

授業コマ数 １５コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 総合的なタイプの模擬試験１

2 総合的なタイプの模擬試験２

3 総合的なタイプの模擬試験３

4 総合的なタイプの模擬試験４

5 警察官タイプの模擬試験１

6 総合的なタイプの模擬試験５

7 海上保安学校タイプの模擬試験

8 総合的なタイプの模擬試験６

9 総合的なタイプの模擬試験７

10 消防官タイプの模擬試験１

11 消防官タイプの模擬試験２

12 消防官タイプの模擬試験３

13 警察官タイプの模擬試験２

14 刑務官タイプの模擬試験

15 警察官タイプの模擬試験３

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

公安職タイプの模擬試験を通じ、復習および実践的な知識を学ぶ

内容

上級答案練習Ⅴ　公安職対策

模擬試験

税理士本科（1年生昼間部）

１年次

選択

演習

授業計画

２時間程度の模擬試験を実施、得点データを開示する

模擬試験における得点で評価

模擬試験の順序・タイプは変更する場合がある

公安職タイプの模擬試験において問題の６割以上の正解を目標とする





授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期

科目区分

授業方法

授業時間 ３０時間

授業コマ数 １５コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 時事（政治分野１）

2 時事（政治分野２）

3 時事（政治分野３）

4 時事（経済分野１）

5 時事（経済分野２）

6 時事（文化１）

7 時事（文化２）

8 時事（文化３）

9 時事（科学１）

10 時事（科学２）

11 時事（科学３）

12 時事（科学４）

13 時事（科学５）

14 時事（国際問題１）

15 時事（国際問題２）

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

授業計画

1項目15分程度で、重要な時事ワードを軸に内容を解説し、問題演習を行う

講義後のチェックテストの得点を中心に取り組み姿勢を含めて総合的に評価

現代社会の幅広い知識を身につける

国内問題・国際問題問わず幅広いジャンルの社会時事を学ぶ

内容

公務員時事対策

オリジナルテキスト

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

前期

必修

講義



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期

科目区分

授業方法

授業時間 ３０時間

授業コマ数 １５コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 情報収集と考察　テーマ１

2 情報収集と考察　テーマ２

3 情報収集と考察　テーマ３

4 情報収集と考察　テーマ４

5 情報収集と考察　テーマ５

6 情報収集と考察　テーマ６

7 情報収集と考察　テーマ７

8 情報収集と考察　テーマ８

9 情報収集と考察　テーマ９

10 情報収集と考察　テーマ１０

11 情報収集と考察　テーマ１１

12 情報収集と考察　テーマ１２

13 情報収集と考察　テーマ１３

14 情報収集と考察　テーマ１４

15 情報収集と考察　テーマ１５

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

就職先に関連する社会的ニュースを考察する

内容

公務員時事研究

なし

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

通年

選択

演習

授業計画

新聞やインターネットの情報を取得し、調査の上で意見・感想をまとめる

提出物の内容を評価

就職先およびその業務に関わる知識を身につける





授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期 通年

科目区分

授業方法

授業時間 １５時間

授業コマ数 ８コマ　※８コマ目のみ６０分

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 官庁に関する講義①

2 レポート作成１

3 レポート作成２

4 レポート作成３

5 官庁に関する講義②

6 レポート作成１

7 レポート作成２

8 レポート作成３

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

官公庁から講師をお招きし、その講義から得た知識を基に官庁企業研究を行
う

内容

職業実務Ⅱ

なし

税理士本科（1年制昼間部）

○

１年次

選択

演習

授業計画

官公庁からお招きした講師による講義を受け、各自研究課題を作成する

授業への参加姿勢、授業内レポートの完成度

特記に記載した官公庁は年度により変更する場合がある

官庁企業研究を通して、公務員の仕事内容を理解する

公務員実務経験のある教員等による実務での経験を通じ、官庁研究における
具体的な研究手法のアドバイス、助言を行う



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期 通年

科目区分

授業方法

授業時間 １５時間

授業コマ数 ８コマ　※８コマ目のみ６０分

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記 海上保安庁職員による講義を基にした演習

1 官庁に関する講義①

2 官庁に関する講義②

3 個人研究

4 グループワーク①

5 グループワーク②

6 グループワーク③

7 グループワーク④

8 振り返り

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

授業計画

官公庁からお招きした講師による講義を受け、各自研究課題を作成し、プレ
ゼンテーションを行う

授業への参加姿勢、授業内レポートの完成度

特記に記載した官公庁は年度により変更する場合がある

官庁企業研究を通して、公務員の仕事内容を理解する

官公庁から講師をお招きし、その講義から得た知識を基に官庁企業研究を行
う

内容

職業実務Ⅲ

なし

税理士本科（1年制昼間部）

○

１年次

選択

演習（実務経験のある教員による授業科目です）



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期 通年

科目区分

授業方法

授業時間 ２０時間

授業コマ数 １０コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 職種別ガイダンス１

2 職種別ガイダンス２

3 職種別ガイダンス３

4 職種別ガイダンス４

5 職種別ガイダンス５

6 職種別ガイダンス６

7 職種別ガイダンス７

8 職種別ガイダンス８

9 職種別ガイダンス９

10 職種別ガイダンス１０

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

現役公務員の様々な職種の方の講話を聴き職種への理解を深める

内容

公官庁講話

なし

税理士本科（1年制昼間部）

○

１年次

選択

講義

授業計画

現役公務員の話を聞き、質疑応答や必要に応じレポートの記入をする

授業への参加姿勢、提出物の完成度などによって評価

希望職種のみならず幅広い職種を理解する



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期 通年

科目区分

授業方法

授業時間 ３０時間

授業コマ数 １５コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 法律概論（講義）

2 課題の提示（講義）

3 課題①の研究１

4 課題①の研究２

5 課題②の研究１

6 課題②の研究２

7 課題③の研究１

8 課題③の研究２

9 研究発表シナリオ作成１

10 研究発表シナリオ作成２

11 研究発表準備１

12 研究発表準備２

13 模擬プレゼンテーション

14 研究発表プレゼンテーション

15 研究発表プレゼンテーション

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

身近な法律に関する講義を受け、研究および発表を通じて法律の考え方を学ぶ

内容

法律研究演習

なし

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

選択

実習

授業計画

講義で与えられた課題をグループで研究し、プレゼンテーションを行う

プレゼンテーションの評価を軸に、授業への参加姿勢を含め総合的に評価

法律の基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする



授業概要（シラバス）

タイトル

授業科目

実務家教員

学部・学科

履修年次

開講学期 通年

科目区分

授業方法

授業時間 ３０時間

授業コマ数 １５コマ

授業概要

授業の進め方

達成目標

教科書

特記

1 災害対策の枠組み（講義）

2 災害対策の実例（講義）

3 課題研究１

4 課題研究２

5 課題研究３

6 課題研究４

7 課題研究５

8 課題研究６

9 研究発表シナリオ作成１

10 研究発表シナリオ作成２

11 研究発表準備１

12 研究発表準備２

13 模擬プレゼンテーション

14 研究発表プレゼンテーション

15 研究発表プレゼンテーション

成績評価方法
（試験実施方法）

備考

授業計画

講義で与えられた課題をグループで研究し、プレゼンテーションを行う

プレゼンテーションの評価を軸に、授業への参加姿勢を含め総合的に評価

災害に関する基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする

災害対策に関する講義を受け、研究および発表を通じて防災への理解を深める

内容

行政研究演習

なし

税理士本科（1年制昼間部）

１年次

選択

実習


